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争 (G) を構成した。ついで、 G の関子としての争 (G) の性質を調べた。群概型の射α:G→G'は双代
数の準同型dα: 争 (G) →争 (G' )を与えるが、特に G ， G' が群多様体で、 αが全射ならばdα も全射で
双代数の圏におけるdαの核は、群概型の圏におけるαの核の双代数に一致することを示した。更に G を
群多様体とするとき、 G の部分群概型H に付随する双代数争 (H) は争 (G) の部分双代数になるが、









と左不変な高階導分との聞に存在する 1 対 1 の対応を媒介として、まず群概型における局所高階導分
の集合に双代数の構造を導入し、それを左不変高階導分の集合に自然に移すことにより後者に双代数
の構造が与えられることを示したのである。ついで著者は群概型G に付随する双代数争 (G) の双代数
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としての性質、及びG の函子としての性質について調べ、いくつかの注目すべき性質を明らかにした。
とくに αを体上の群多様体G より G'への準同型写像とすれば、 αに付随して争 (G) より争 (G' )への
双代数としての準同型写像dαが自然に定義され、 αが全射で、あればdα も全射になることが京された。
また体K 上の群概型の圏における αの核を ker(α) と表わせば、 ker(α) の双代数争( ker(α) )は争
(G) の部分双代数であり、 dαの Hopf-核とよばれるものに一致することがわかる。それでは争 (G) の
部分双代数はつねにこのように部分群概型に付随した双代数として得られるであろうかというのが次
に生ずる自然な疑問であろう。著者はつづいてこの問題をとりあげ、いくつかの興味ある補助概念を
子がかりとして、代数間体上の可換な群多様体に対し、部分群概型に付随する双代数の完全な特長づ
けを与えることに成功した。
なお副論文の一つにむいては、高階導分を用いて、体の純非分離拡大体のガロア理論を構成し、ま
た体における高階導分加群の生成元を明らかにしている。また他の一つの論文は二つの多元環のテン
ソル積の高階微分加群の構造を解明したものである。
以上石橋君の仕事は高階導分、高階微分の理論及びその応用として群概型の研究に寄与するところ
少くなく、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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